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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【暑さから守る】　　　
　　　　　　　　　　　　　まります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～熱中症対策～　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜子ども＞　　　　　　　　　　　　

＜水から守る＞　　　ちます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・そとにいくときにはぼうしをかぶる。
・必ず大人の人と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・みずをのみながらあそぶ。　
　
びだしません　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　・からだをやすめる。（おひるね）
＜大人＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜大人＞　　　　　　　　　　　

★生活のリズムを崩さない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★汗を掻く機会も設ける。　　　　　　　　　　　　

（エアコンを上手に使いましょう）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ベビーカーの乳幼児も要注意。　　　　　　　　　　　　

と





★子どもから絶対に目を離さない。　　　　　　　　　　　　　　　　


★道路では、子どもの手をしっかりと　　　　　　　　　　　　　　


握り、大人が歩道側を歩く。


★外出の際は、必ずチャイルドシートやジュニアシートを正しく使う。








＜子ども＞


・おうちのひとといっしょにあそぶ。


・かってなことをしない。


＜大人＞


★浅くても油断しない。


★子どもから絶対に目を離さない。








―　安全第一で　夏ならではの体験を　―








◎夏休み中も、規則正しい生活を心がけましょう





友達と幼虫探しに夢中





４月の進級・入園のときから、私達は「子ども自身が自分で身を守ることができるようになってほしい」と願い、日常生活の中で年齢に見合った具体的な方法を子どもと共に考えながら生活してまいりました。


また、パートナーである保護者の皆様にも、園便り、こどもすこやか便り、ホームページ等で様々な情報をお伝えし、みんなで『安全』の意識を高めてきたところです。中でも熱中症対策として行ってきた “休憩タイム”では、園全体で継続して取り組んできたことで、私達が声を掛ける前に自ら気づいて水分を補給したり、顔を洗う、汗を拭くなどの行為が子ども達の間で自然と見られるようになり、嬉しく思っています。


今夏は例年に比べ梅雨明けが早く、７月に入った途端の“猛暑” ということで、子ども達の健康管理には随分と苦慮しました。しかし、子ども達が『どうして休憩するのか』『なぜ水を飲まないといけないのか』を理解し行動してくれたお陰で、適度に汗を掻く経験をしながら戸外での遊びを楽しむことができたようです。


明日からはいよいよ夏休みです。暑い時季ですが、“夏ならではの体験”が、親子でたくさんできる貴重な期間だと思います。ご家族お揃いで、元気に楽しく思い出に残る夏休みをお過ごしください。


なお、大切なお子様をご家庭にお返しするにあたり、『命を守る』（車・水・暑さ等の事故に遭わないようにするためには、具体的にどのような自己防衛ができるのか）ことについて、留意点を下記に載せています。ご存知のことかと思いますが、大切な子どもの命を守るために再度お目通しください。





あそこまでいきたい！（挑戦）





【水から守る】








　『こどもすこやか便り』でもお知らせしておりますが、夏休みの生活につきましては、「生活面」、「安全面」での留意事項について、お子様が分るような具体的な事例をあげて話していただきたいと思います。その際、“なぜそうするのか”も忘れないようにお伝えください。


基本的生活習慣は「生きる力」の基礎です。とりわけ不規則になりがちな夏休み中の“睡眠”に関しては裏面を参考にされ、質のよい眠りを子ども達に保証してあげましょう。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








〔大切な子どもの命を守りましょう〕





自分で考えて行動





＜子ども＞





と





ま





みんなと一緒でうれしいな





【車から守る】








